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15
年
決
算
で
質
疑

大
学
進
学
の
負
担
軽
減
も
訴
え

参院本会議場で質問に立つ

小
林
防
衛
大
臣
政
務
官（
中
央
）に
申
入
れ
を
行
う

10
月
、台
北
で
の
国
慶
節
祝
賀
行
事
に
参
加

原因究明、
再発防止を
オスプレ イ事 故 で 要 請

再エネ推進を加速せよ！
平 成 2 9 年 ( 2 0 1 7 年 ) 春 号

活
動
リ
ポ
ー
ト

か
わ
の
義
博
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11
月
28
日
参
院
本

会
議
で
、2
0
1
5

年
度
決
算
概
要
に

対
す
る
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、我
が
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

は
、多
く
を
石
油
、石

炭
、天
然
ガ
ス
と
い
っ

た
化
石
燃
料
の
輸
入

に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
。

近
年
の
貿
易
赤
字
の

大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
と
し
て
、「
貿

易
赤
字
の
改
善
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

の
強
化
、脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て

も
再
エ
ネ
拡
大
を
一

層
推
進
し
て
い
す
べ

き
だ
」と
主
張
し
ま

し
た
。

　

ま
た「
大
学
進
学

に
か
か
る
家
庭
の
負

担
が
重
い
。奨
学
金

の
返
済
が
若
者
の
結

婚
や
子
育
て
な
ど
生

活
設
計
に
も
影
響
し

て
い
る
」と
指
摘
し
、

教
育
費
負
担
の
軽
減

を
訴
え
ま
し
た
。こ

れ
に
対
し
て
安
倍
首

相
は
、給
付
型
奨
学

金
の
創
設
や
大
学
の

授
業
料
免
除
な
ど
の

施
策
を
通
じ
、「
希
望

す
れ
ば
誰
で
も
大
学

に
進
学
で
き
る
よ
う
、

負
担
軽
減
に
努
め
る
」

と
応
じ
ま
し
た
。

　

一
方
、文
教
科
学

委
員
会
で
は
①
教
員

の
処
遇
改
善
②
教
員

の
定
数
確
保―

―

な

ど
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、通
級
や

外
国
人
児
童
生
徒
の

指
導
の
充
実
、部
活

動
手
当
の
増
額
な

ど
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
明
党
の
沖
縄
21

世
紀
委
員
会
は
12
月

16
日
、

米
軍
新

型
輸
送

機
オ
ス

プ
レ
イ

が
沖
縄

県
名
護

市
近
海

に
不
時

着
水
し

た
事
故

に
関
し

て
、
小

林
防
衛

大
臣
政

務
官
か

ら
説
明

を
受
け

台
湾
・
蔡
英
文
総
統
と
会
見

る
と
と
も
に
、稲
田

防
衛
大
臣
宛
て
に
原

因
究
明
と
再
発
防
止

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

席
上
、公
明
党
は

「
今
回
の
事
故
は
、

沖
縄
県
民
の
不
安

を
著
し
く
高
め
、オ
ス

プ
レ
イ
の
安
全
性
に

対
し
重
大
な
懸
念

を
抱
か
せ
る
も
の
で

あ
り
、極
め
て
遺
憾
」

と
強
く
抗
議
。日
米

両
政
府
の
責
任
で
実

効
性
の
あ
る
再
発
防

止
策
を
示
し
、在
日

米
軍
関
連
部
局
全
般

に
そ
の
実
施
を
徹
底

す
る
よ
う
強
く
要
請

し
ま
し
た
。



熊
本
地
震
か
ら
の
観
光
復
興
求
め
る

鹿
児
島
・
屋
久
島

1
0
0
％
水
力
発
電
の
島
で
調
査

安房川第二発電所を視察

給
付
対
象
な
ど
を
議
論
す
る

党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

か わ の 義 博 　 プ ロ フ ィ ー ル

循
環
型
社
会
を
め
ざ
し

　

九
州
・
沖
縄
各
県

の
地
方
議
員
の
皆

様
と
と
も
に
、12
月

5
、6
の
両
日
、廃
棄

物
を
一
切
出
さ
な
い

　
公
明
党
が
、1
9
6
9

年
か
ら
訴
え
て
き
た

給
付
型
奨
学
金
が
つ

い
に
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

17
年
度
は
約

2
8
0
0
人
の
枠
で
、

本
格
実
施
と
な
る
18
年

度
か
ら
は
約
2
万
人

規
模
で
実
施
さ
れ
ま

す
。住
民
税
非
課
税
世

帯
か
ら
大
学
や
専
門

学
校
な
ど
へ
の
進
学

者
の
う
ち
、高
校
な
ど

学
校
の
推
薦
を
受
け

た
人
に
、毎
月
2
万
〜

4
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。公
明
党
の
提
案

　

大
分
県
別
府
市
の

長
野
市
長
と
共
に
石

井
国
土
交
通
大
臣
に

対
し
て
、熊
本
地
震

の
復
旧
・
復
興
に
関

す
る
要
望
を
行
い
ま

し
た【
写
真
】。

　

こ
の
中
で
、市
が

行
う
住
宅
再
建
支
援

事
業
な
ど
に
関
す
る

（国会事務所）
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給付型奨学金
が実現！

昭和 52年 12月 福岡市生まれ
平成 8年 3月 福岡県立修猷館高校卒業
平成 14年 3月 慶應義塾大学経済学部卒業
平成 14年 4月 株式会社東京三菱銀行
平成 18年 4月 丸紅株式会社
平成 25年 7月 第23回参議院議員選挙比例代表初当選
家族：妻、3女　　趣味：読書　　特技：剣道6段（全日本剣道連盟顧問）

公式HP：http://kawano-yoshihiro.com　メルマガ登録：kawano＠g.blayn.jp

（役職） 公明党：国会対策副委員長
 福岡県本部副代表
 沖縄方面副本部長
 新エネ・再エネ促進小委員長

参議院：決算委員会理事　
 文教科学委員会委員
 ODA 特別委員会理事
 資源エネルギー調査会理事
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資
源
還
元
型
の
社
会

シ
ス
テ
ム
で
あ
る「
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」の

鹿
児
島
県
屋
久
島
町

を
訪
問
。循
環
型
社

会
を
担
う
屋
久
島
電

工
株
式
会
社
を
視
察

し
た
ほ
か
、町
の
電

気
事
業
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

屋
久
島
に
は
貯
水

施
設
と
し
て
尾
立
ダ

ム
が
あ
り
、島
内
の
電

力
は
、ほ
ぼ
1
0
0
％

水
力
発
電
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た

「
C
O
2
フ
リ
ー
の
島

づ
く
り
」を
掲
げ
る
同

町
は
、電
気
自
動
車
の

普
及
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、人
口
約
1
万

3
0
0
0
人
で
1
0
0

台
以
上
の
電
気
自
動
車

が
走
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、他
の
地
域

で
も
生
か
せ
る
政
策

作
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

で
、児
童
養
護
施
設
出

身
者
な
ど
に
は
入
学

時
に
24
万
円
が
追
加

支
給
さ
れ
ま
す
。

国
の
財
政
支
援
や
、

客
足
の
落
ち
込
む
観

光
産
業
の
復
興
に
向

け
た
支
援
策
を
求
め

ま
し
た
。

　

石
井
国
交
相
は

「
観
光
支
援
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い

く
」と
述
べ
ま
し
た
。


